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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第30期

第２四半期累計期間
第31期

第２四半期累計期間
第30期

会計期間
自 平成23年４月１日
至 平成23年９月30日

自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日

自 平成23年４月１日
至 平成24年３月31日

売上高 (千円) 403,105 381,364 915,370

経常利益又は経常損失（△） (千円) △47,358 71,450 54,742

四半期(当期)純利益
又は四半期純損失（△）

(千円) △57,756 62,211 42,828

持分法を適用した場合の投資利益 (千円) － － －

資本金 (千円) 1,571,810 1,571,810 1,571,810

発行済株式総数 (株) 616,400 616,400 616,400

純資産額 (千円) 1,991,905 2,155,798 2,092,968

総資産額 (千円) 2,200,991 2,328,876 2,289,338

１株当たり四半期(当期)純利益金額
又は四半期純損失金額（△）

(円) △93.70 100.93 69.48

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) － － －

１株当たり配当額 (円) － － －

自己資本比率 (％) 90.5 92.6 91.4

営業活動によるキャッシュ・フロー (千円) 31,049 210,957 125,672

投資活動によるキャッシュ・フロー (千円) 10,290 5,749 △3,836

財務活動によるキャッシュ・フロー (千円) △16,257 △16,257 △32,514

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 345,820 610,053 411,943

　

回次
第30期

第２四半期会計期間
第31期

第２四半期会計期間

会計期間
自 平成23年７月１日
至 平成23年９月30日

自 平成24年７月１日
至 平成24年９月30日

１株当たり四半期純利益金額
又は四半期純損失金額（△）

(円) △20.51 17.94

(注)１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、四半期連結会計期間等に係る連結経営指標等は記載

しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．持分法を適用した場合の投資損益については、損益等からみて重要性が乏しいため記載しておりません。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。
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２ 【事業の内容】

  当社は、研究用関連、医薬関連、その他の３つのセグメント情報の区分にわたって、事業活動を展開してお

ります。

  当第２四半期累計期間における、各区分に係る主な事業内容の変更は概ね次のとおりであります。

　
（研究用関連）

  従来、幅広く代理店、製薬企業および大学等に対して販売活動を行っておりましたが、タカラバイオ株式

会社との販売契約により、国内販売につきましては、平成24年５月１日より、独占販売となりました。また、

海外の販売につきましてもタカラバイオ株式会社との連携を強化してまいります。

（医薬用関連）

  事業の内容について、重要な変更はありません。

（その他）

  第１四半期会計期間より、遺伝子組換えカイコによるカイコの繭中に目的タンパク質を産生する生産技

術により、自社抗体製品・動物用治療薬の原料およびヒトコラーゲン配合化粧品原料の開発・生産・販売

を行っております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載

した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　
　

２ 【経営上の重要な契約等】

  当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　
　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

　

  (1) 経営成績の分析

  当第２四半期累計期間におけるわが国の経済は、復興需要等を背景に、景気回復の動きが続くと期待さ

れましたが、欧州債務危機問題を巡る不確実性が依然として高いなかで世界景気減速の影響を受けてお

り、また継続した円高と株価低迷の影響等から、国内景気は依然として先行き不透明感が強い足踏みの状

況で推移しました。

  当社が事業を営む業界については、後続新薬の長期処方解禁で市場全体が拡大して活況を呈しつつあ

るものの、医療費抑制策の強化に加え、2010年問題、研究開発リスクの増大など、経営環境は継続して厳し

い状況にあります。

  このような環境下、当社のセグメント別の業績は以下のとおりとなりました。

・研究用関連事業

  国内での研究用試薬の販売につきましては、平成24年５月１日よりタカラバイオ株式会社の独占販売

となりました。また、海外の販売につきましても同社との連携を強化しております。

  当第２四半期累計期間においての売上高は、自社独自の抗体製品及び測定キットにつきましては、順調

に推移し前年同期を上回り、売上に貢献しております。一方、当社が創業より顧客毎のニーズに応え、製造

・販売を行ってきた受託サービスにつきましては、契約関係や顧客要求事項の同社への引継ぎを完了し、

既存顧客を中心に受注活動が漸く開始されてまいりました。しかしながら、引継ぎ期間における受注減の

影響等により、本売上高は、前年同期を下回ることとなりました。その結果、研究用関連事業の売上高は、

288,635千円（前年同期比6.3％減）、営業利益は28,441千円（同157.4％増）となりました。

  第３四半期以降につきましては、当社における新規市場であるアジア諸国を含めたタカラバイオ株式

会社の海外子会社における本格的な販売活動が開始される見込みであります。また、受託サービスは、ア

カデミアを中心とする新規顧客の獲得を含め、本格的活動を両社協力のもと邁進していく所存でありま

す。

・医薬用関連事業

  体外診断用医薬品の販売において、ヒト体外診断用医薬品のタゴシッドTDMキット及び自社製造の牛海

綿状脳症に対する動物用体外診断用医薬品の販売は、堅調に推移しておりますが、前期に販売が終了して

おります製品等の影響により、医薬用関連事業の売上高は80,349千円（同15.4％減）、営業損失は23,245

千円（前年同期は59,507千円の営業損失）となりました。

・その他

  遺伝子組換えカイコによるカイコの繭中に目的タンパク質を生成する生産技術により、自社抗体製品

・動物用治療薬の原料及びヒトコラーゲン配合化粧品原料の開発・生産・販売を開始しております。そ
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の結果、当第２四半期累計期間においての売上高は12,380千円、営業損失は1,961千円となりました。な

お、当セグメントにつきましては前年同期の実績がありませんので、前年同期の対比は行っておりませ

ん。

　
  当第２四半期累計期間における製造原価、販売費及び一般管理費につきましては、引き続き経費削減に

努め、事業環境の変化に対応すべく効率の良い業務体制を強化しております。これらの結果、売上高は

381,364千円（前年同期比5.4％減）、営業利益は3,234千円（前年同期は48,455千円の営業損失）となり

ました。

  また、当第２四半期累計期間において、販売契約一時金の収入を計上し、経常利益は71,450千円（前年

同期は47,358千円の経常損失）、四半期純利益は62,211千円（前年同期は57,756千円の四半期純損失）

となりました。

　
（参考）セグメント別売上高                                                      単位：千円

セグメント 前第２四半期累計期間 当第２四半期累計期間 増減

研究用関連事業 308,094 288,635△6.3%

　 研究用試薬関連 293,182 287,641△1.9%

　 実験動物関連 14,912 994△93.3%

医薬用関連事業 95,010 80,349△15.4%

　 医薬シーズライセンス 385 200△48.1%

　 体外診断用医薬品販売 94,625 80,149△15.3%

その他 － 12,380 －

合計 　 　 403,105 381,364△5.4%

　
　

  (2) 財政状態の分析

（資産）

  当第２四半期会計期間末における資産の残高は、前事業年度末比1.7％増の2,328,876千円となりま

した。この主な要因は次のとおりであります。

  売上が前事業年度第４四半期会計期間の売上と比較して減少傾向にあること等により「受取手形及

び売掛金」が125,590千円減少していること及び資産の売却及び減価償却等により有形固定資産が

40,917千円、無形固定資産が10,082千円それぞれ減少したこと等の要因はありましたが、四半期純利益

の計上などで「現金及び預金」の残高が198,109千円増加したこと等の要因により資産の増加となり

ました。

（負債）

  当第２四半期会計期間末における負債の残高は、前事業年度末比11.9％減の173,078千円となりまし

た。この主な要因は次のとおりであります。

  長期借入金の返済により「長期借入金」（「１年内返済予定の長期借入金」を含む）が15,700千円

減少したこと、経費発生の抑制などで未払債務が減少したこと等で「その他（流動負債）」が16,627

千円減少したこと等によるものであります。　

（純資産）

 当第２四半期会計期間末における純資産の残高は、前事業年度末比3.0％増の2,155,798千円となりま

した。これは主に四半期純利益の計上によるものであります。

　
  (3) キャッシュ・フローの状況の分析

　当第２四半期累計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前事業年度末に比べ

198,109千円増加し、610,053千円となりました。

EDINET提出書類

株式会社免疫生物研究所(E00986)

四半期報告書

 5/18



　当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

  営業活動により増加した資金は210,957千円（前年同期比179,907千円の増加）となりました。これ

は前年同期においては、税引前四半期純損失を計上しておりましたが、当期においては税引前四半期純

利益68,644千円を計上したこと及び売上債権の回収が進んだこと等によるものであります。　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

  投資活動により増加した資金は5,749千円（前年同期比4,540千円の減少）となりました。これは主

に、有形固定資産の取得による支出が前年同期より10,665千円減少したこと、当期において有形固定資

産の売却による収入を10,601千円計上したことといった資金の増加要因がありましたが、一方、前年同

期において計上のあった投資有価証券の償還25,000千円が当期においては計上していないこと等によ

るものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

  財務活動により減少した資金は16,257千円（前第２四半期累計期間と同額）となりました。財務活

動によるキャッシュ・フローは、長期借入金の返済15,700千円等であります。

　
  (4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

  当第２四半期累計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。

　
  (5) 研究開発活動

当第２四半期累計期間の研究開発費の総額は96,838千円であります。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 2,000,000

計 2,000,000

　
② 【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成24年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成24年11月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 616,400 616,400
大阪証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
（グロ－ス）

単元株式数10株
完全議決権株式であり、権利
内容に何ら限定のない当社に
おける標準となる株式

計 616,400 616,400 ― ―

　
(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　
(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　
(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成24年９月30日 － 616,400 － 1,571,810 － 491,753
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(6) 【大株主の状況】

   平成24年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(株)

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合(％)

清藤  勉 群馬県高崎市 112,370 18.23

岩井化学薬品株式会社 東京都中央区日本橋本町３－２－10 20,000 3.24

栄研化学株式会社 東京都台東区台東４－19－９ 12,500 2.02

阿部　孝 岡山県高梁市 11,540 1.87

株式会社東和銀行 群馬県前橋市本町２－12－６ 10,000 1.62

日本生命保険相互会社
東京都千代田区丸の内１－６－６
日本生命証券管理部内

8,000 1.29

松井証券株式会社 東京都千代田区麹町１－４ 7,890 1.28

日本証券金融株式会社 東京都中央区日本橋茅場町１－２－10 6,780 1.09

宇佐美　益則 千葉県市川市 6,100 0.98

ＩＢＬ従業員持株会 群馬県藤岡市中字東田1091-１ 5,860 0.95

計 － 201,040 32.61

　
(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成24年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
(自己保有株式)
普通株式 　    10

－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式  616,290 61,629
単元株式数10株
権利内容に何ら限定のない当社におけ
る標準となる株式

単元未満株式 普通株式      100 － －

発行済株式総数 616,400 － －

総株主の議決権 － 61,629 －

(注)　「単元未満株式」には自己株式が４株含まれております。

　
② 【自己株式等】

   平成24年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

（自己所有株式）
株式会社免疫生物研究所

群馬県藤岡市中字東田
1091番地１

10 － 10 0.00

計 － 10 － 10 0.00

　
２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第63号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間(平成24年７月１日から

平成24年９月30日まで)及び第２四半期累計期間(平成24年４月１日から平成24年９月30日まで)に係る四

半期財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

　

３．四半期連結財務諸表について

当社には子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

前事業年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期会計期間
(平成24年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 444,050 642,160

受取手形及び売掛金 ※
 272,871

※
 147,281

商品及び製品 64,826 73,283

仕掛品 122,156 128,680

原材料及び貯蔵品 64,741 67,105

その他 6,526 5,470

流動資産合計 975,173 1,063,982

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 563,262 533,707

土地 362,687 362,687

その他（純額） 86,297 74,935

有形固定資産合計 1,012,247 971,330

無形固定資産 60,858 50,776

投資その他の資産

投資有価証券 187,068 187,686

その他 53,989 55,101

投資その他の資産合計 241,058 242,787

固定資産合計 1,314,164 1,264,894

資産合計 2,289,338 2,328,876

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 20,235 24,482

1年内返済予定の長期借入金 31,400 26,400

未払法人税等 5,277 9,269

賞与引当金 12,448 12,895

その他 71,517 54,890

流動負債合計 140,878 127,937

固定負債

長期借入金 54,600 43,900

退職給付引当金 798 1,241

その他 92 －

固定負債合計 55,491 45,141

負債合計 196,369 173,078
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（単位：千円）

前事業年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期会計期間
(平成24年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,571,810 1,571,810

資本剰余金 491,753 491,753

利益剰余金 42,828 105,039

自己株式 △16 △16

株主資本合計 2,106,375 2,168,587

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △13,406 △12,789

評価・換算差額等合計 △13,406 △12,789

純資産合計 2,092,968 2,155,798

負債純資産合計 2,289,338 2,328,876
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(2)【四半期損益計算書】
【第２四半期累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

売上高 403,105 381,364

売上原価 166,595 148,726

売上総利益 236,510 232,638

販売費及び一般管理費 ※
 284,966

※
 229,404

営業利益又は営業損失（△） △48,455 3,234

営業外収益

受取利息 243 97

販売契約一時金 － 70,000

その他 3,892 2,149

営業外収益合計 4,136 72,247

営業外費用

支払利息 885 622

為替差損 1,848 3,152

その他 303 257

営業外費用合計 3,038 4,031

経常利益又は経常損失（△） △47,358 71,450

特別損失

減損損失 9,151 －

固定資産売却損 － 2,398

その他 － 408

特別損失合計 9,151 2,806

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） △56,509 68,644

法人税、住民税及び事業税 1,247 6,432

法人税等合計 1,247 6,432

四半期純利益又は四半期純損失（△） △57,756 62,211
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(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失
（△）

△56,509 68,644

減価償却費 49,480 42,483

貸倒引当金の増減額（△は減少） △56 －

賞与引当金の増減額（△は減少） △6 447

退職給付引当金の増減額（△は減少） 140 442

受取利息及び受取配当金 △243 △97

支払利息 885 622

為替差損益（△は益） 946 2,339

有形固定資産売却損益（△は益） － 2,398

減損損失 9,151 －

売上債権の増減額（△は増加） 43,466 125,590

たな卸資産の増減額（△は増加） △34,729 △17,345

仕入債務の増減額（△は減少） 8,739 4,246

その他 14,150 △15,332

小計 35,414 214,439

利息及び配当金の受取額 249 92

利息の支払額 △856 △596

法人税等の支払額 △3,831 △3,022

法人税等の還付額 72 44

営業活動によるキャッシュ・フロー 31,049 210,957

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金等の預入による支出 △3,000 △3,000

有形固定資産の取得による支出 △14,515 △3,850

無形固定資産の取得による支出 △119 －

有形固定資産の売却による収入 － 10,601

投資有価証券の償還による収入 25,000 －

貸付金の回収による収入 1,998 1,998

その他 927 －

投資活動によるキャッシュ・フロー 10,290 5,749

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △15,700 △15,700

その他 △557 △557

財務活動によるキャッシュ・フロー △16,257 △16,257

現金及び現金同等物に係る換算差額 △946 △2,339

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 24,135 198,109

現金及び現金同等物の期首残高 321,684 411,943

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 345,820

※
 610,053
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【会計方針の変更等】

当第２四半期累計期間
(自  平成24年４月１日  至  平成24年９月30日)

(会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更)

  当社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期会計期間より、平成24年４月１日以降に取得した有形固定資産について

は、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。

  なお、この変更による当第２四半期累計期間の営業利益、経常利益及び税引前四半期純利益に与える影響は軽微であ

ります。

　
【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

※ 四半期会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

  なお、当第２四半期会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期会計期間末日満期手形

が四半期会計期間末残高に含まれております。

　
前事業年度

(平成24年３月31日)
当第２四半期会計期間
(平成24年９月30日)

受取手形 3,328千円 722千円

　
(四半期損益計算書関係)

   ※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費用及び金額は、次のとおりであります。

　
前第２四半期累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日)

賞与引当金繰入額 1,619千円 4,139千円

研究開発費 118,521 〃 96,838 〃

　
(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

   ※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、

次のとおりであります。

　

　
前第２四半期累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日)

現金及び預金勘定 376,921千円 642,160千円

預入期間が３か月を超える定期預金  △31,101 〃 △32,106 〃

現金及び現金同等物 345,820 〃 610,053 〃

　
(株主資本等関係)

     前第２四半期累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

     １．配当金支払額

         該当事項はありません。

　
２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の

末日後となるもの

         該当事項はありません。

　
     当第２四半期累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年９月30日)

     １．配当金支払額

         該当事項はありません。

　
２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の
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末日後となるもの

         該当事項はありません。

　
(持分法損益等)

  関連会社はありますが、損益等からみて重要性の乏しい関連会社であるため記載を省略しております。

　
(セグメント情報等)

   【セグメント情報】

     Ⅰ  前第２四半期累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

     １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 (単位：千円)

　
報告セグメント

研究用関連事業 医薬用関連事業 合計

売上高 　 　 　

  外部顧客への売上高 308,094 95,010 403,105

  セグメント間の内部売上高又は振替高 － － －

計 308,094 95,010 403,105

セグメント利益又は損失（△） 11,051 △59,507 △48,455

　
２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容(差異調整に関する事項)

         該当事項はありません。

　
     ３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

  第１四半期会計期間において、固定資産の一部（社宅用資産）について資産の効率化及び財務体質

の強化を図るため売却することとし、9,151千円を減損損失として計上いたしました。なお、減損損失

金額をセグメント別に按分すると研究用関連7,322千円、医薬用関連1,829千円であります。

　
     Ⅱ  当第２四半期累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年９月30日)

     １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 (単位：千円)

　
報告セグメント

その他
(注)

合計
研究用関連事業 医薬用関連事業 計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 288,635 80,349 368,984 12,380 381,364

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

－ － － － －

計 288,635 80,349 368,984 12,380 381,364

セグメント利益又は損失（△） 28,441 △23,245 5,195 △1,961 3,234

(注) 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、カイコ関連事業の売上を含んでおりま

す。

　
２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容(差異調整に関する事項)

　 (単位：千円)
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利益 金額

報告セグメント計 5,195

「その他」の区分の損失（△） △1,961

四半期損益計算書の営業利益 3,234

　
     ３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

         該当事項はありません。

　
(１株当たり情報)

  １株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであ

ります。

項目
前第２四半期累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額
又は四半期純損失金額（△）

△93円70銭 100円93銭

(算定上の基礎) 　 　

四半期純利益金額又は四半期純損失金額（△）(千円) △57,756 62,211

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る四半期純利益金額
又は四半期純損失金額（△）(千円)

△57,756 62,211

普通株式の期中平均株式数(株) 616,386 616,386

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
　

　
　
２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

株式会社免疫生物研究所(E00986)

四半期報告書

17/18



独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年11月12日

株式会社免疫生物研究所

取締役会  御中

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    中    島    茂    喜    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    桂    川    修    一    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式
会社免疫生物研究所の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの第31期事業年度の第２四半期会計期間

(平成24年７月１日から平成24年９月30日まで)及び第２四半期累計期間(平成24年４月１日から平成24年９
月30日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フ
ロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　
四半期財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半
期財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期
財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれ
る。

　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に
対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当
と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社免疫生物研究所の平成24年９月30日現在の財
政状態並びに同日をもって終了する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に
表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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